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■会長挨拶 
 みなさんこんばんは。 

 浜松中ＲＣ川井会長、 

眞瀬幹事、拡大の田邉様、 

曽根原様、今日はようこそ 

いらっしゃいました。 

ごゆっくりおくつろぎください。 

 今日は、創立記念例会と言う事で、平成２年１０月２２日に

設立し、今日で１２年と言う事になります。浜松中ＲＣの川井

会長は、当時拡大委員もやっていまして、非常にお世話に

なりました。ご披露いたしますが、浜松中ＲＣ様と、拡大委員

田邉様、曽根原様より、御祝儀を頂いています。この場を借

りてお礼申し上げます。ありがとうございます。 

 先週の１４日は、台風１９号が来るという事で、１２日の昼

までにホテルに連絡をしないといけないという事で、休会と

させていただきました。当日は、素晴らしい青空と言う事で

やれない事も無かったかなと思いますが、たまたまそうだっ

たと解釈したいと思います。 

 私は、野球が好きなので、野球の話をします。阪神が４連

勝で、ジャイアンツが負けましたね。勝負事と言うのは勢い

の差が結果に出てくるのかなと思います。勢いというのは、

イキヲオウは息を負うが語源とのことです。殿中、松の廊下

の様なお城に侍が上がると、裃を付けます。裃と言うのは、

息を沢山受けるためにあの様な形をしています。勢いの無

い方はたまには裃を付けたらどうかなと思います。 

 一昨日、弊社では、一斉清掃デ―というのを設けていて、

朝８時半から９時までの３０分間、ご近所を清掃しようという

事で奉仕活動として取り組みをしています。最近おもしろい

活動として、お客さんの声から、婚活パーティーを会社でや

っています。一回に男女３０名でやっていてなかなか好評で

、カップルはその都度出来ているようです。次回、ご子弟、

ご息女を参加させたいというお声をかけて頂いたら設定をし

たいと思います。我社の奉仕活動の紹介です。 

  

■幹事報告 
 先週の例会は台風のため休会でした。そのため１１月の

１１日例会を、１１月１６日のRC地区大会をその例会とい

たします。当日の本会議、午後の交流会に多くの方が参

加してくださるようよろしくお願いいたします。 

■委員会報告 
 親睦委員会よりメンバーの誕生日を祝うハッピーバース

デイがありました。 

９月２０日 知久さん １０月１４日 竹田さん １０月１８日 

五十嵐さん １０月２１日 ジョー・L・M １０月２３日 近藤

さん １０月２４日末広さん １０月２６日 森さん １０月３０

日 林さん そして暢婉君さん 

みなさんおめでとうございます。 

■スマイル 
小林昭次、末広さくら： 

川井会長、眞瀬幹事、田邉拡大委員、曽根原拡大委員、

パワー浜松ロータリークラブの創立記念例会にようこそ。

ゆっくりおくつろぎください。今後共、ご指導の程、宜しくお

願い致します。 

小田木基行： 

本日、名古屋大学に行って、ノーベル賞を受賞した、天野

浩氏教授に逢ってきました。我が母校、浜松西校（今年は

９０周年）出身という事で、現役生徒に、ビデオメッセージ

を頂きました。本人は、本当に気さくで、１０分間の持ち時

間をオーバーして一時間お話しして戴きました。１月に浜

松に来るそうですので、ご期待ください。 

第５５３回例会 １０月２１日 ＰＭ７：００～８：００ オークラアクトシティホテル浜松４Ｆ平安の間 

●司会：鈴木和行、鷲津有一 ●点鐘：小林昭次   ●ロータリーソング：我等の生業 

●ゲスト：浜松中ＲＣ会長、拡大委員 川井啓介様、浜松中ＲＣ幹事 眞瀬悦邦様、拡大委員 田邉芳彦様、拡大委員 曽根原 今朝敏様 

     ・米山記念奨学生 暢婉君さん                                                   

●議事：会場監督 「パワー浜松ロータリークラブ創立記念例会」 

＜出席報告＞本日出席率６８名 ８２，９３% 前々回出席率８１，７０％ 
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■議事 

浜松中RC会長 川井啓介様 
みなさん、この度はおめでとうございます。RC拡大委員会
のメンバーのひとりとして、このクラブが順調に成長してい
ることを大変嬉しく思います。当時の思い出を今一度お話し
してみたいと思います。当時、中ロータリークラブの創立記
念事業として10年にハーモニーRC,15年にパワー浜松RCを
作ったわけですが唐澤特別代表にご尽力いただきました。
3月に声がかかり、10月には設立するんだ！と我々に鼓舞
するも、どんなクラブにするのか？どんなカタチでメンバー
を集めるか？何から手をつけたら良いのか分からない状態
からのスタートでした。そんな中で91名をリストアップ、初代
会長を秋山さんにお願いし、7月に了解を頂きました。それ
からキーメンバーとなる18名が決まった次第です。多くの方
の大変な努力のおかげで誕生したロータリーに参加するこ
とは豊かな人生づくりの一助になるはずです。どうかロータ
リーを通じて、仲間作りをさらに広げていただきたい。人生
は友人作りの旅でもあります。パワー浜松RCとともにさらに
拡大、充実した毎日を皆さん過ごされますよう祈念しお祝い
の言葉といたします。 
 
浜松中RC幹事 眞瀬悦邦様 
唐澤さんのご縁でロータリークラブに入会しました。私事に
なりますが、土曜日から日曜日にかけて100キロウォーキン
グに挑戦し、完歩いたしました。朝8時40分にスタートし、翌
日の12時40分にゴール。その時に思い感じたことは「身体
が丈夫で良かったな」「当日のボランティアの皆さんへの感
謝」でした。困難を乗り越えることで私の性格も変わったと
思います。ここで提案がございます。皆さん、来年の20回目
にはご一緒に参加しませんか。きっと、皆さんで参加すれ
ば必ずや連帯感が増すと思います。これをお祝いの言葉と
させて頂きます。 
 
拡大委員 田辺芳彦様 
皆さん、おめでとうございます。私の思い出は、10月の創立
まで色々あったなという感じです。当初、秋山さんはRCの
バッチはつけない。RCの歌は歌わないなど、唐澤代表とバ
トルを交わしていましたが最終的には唐澤代表の思いが詰
まったクラブが誕生しました。こうして記念日を迎えることが
出来きた本日、雨ですが、きっと唐澤さんの喜びの涙では
ないかと思います。これからますますのご活躍を祈念いた
します。 
 
拡大委員 曽根原今朝敏様 
創立記念日、おめでとうございます。パワー浜松の例会は
朝ということで、朝の意気込みが重要な意味を持つと感じて
います。13年目を迎えた皆さんに改めて問いたい 

ことがあります。この1年、自ら感激、感動をしていますか。ま
た、人に感激、感動を与えていますか。実はロータリアンの素
晴らしいことのひとつに人間関係を深めるということがあります
。人と感じ合える場としてのロータリーを通じて成長して頂き、
10年20年、いや30年後のロータリアンのお手本になって欲しい
、クラブもそんな動きをして行って頂きたいと思います。本日は
本当におめでとうございました。 
 
パワー浜松RC 長谷川博久会員 
創立当時のキーメンバーのひとりとしてお話をします。 
いちばん最初の仕事はクラブの名前からでした。色々な名前
の候補がありましたけれど、最後は目をつぶっての挙手で決
まりました。秋山代表の「power breakfastを一緒に食べよう」が
名前の由来だったと思います。浜松中RCのアドバイスも頂き、
メンバー集めが進んでいきました。その当時の浜松中RCのサ
ポートに心より感謝を申し上げて、私の挨拶とさせて頂きます
。 
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